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メッセージ基盤TFへの検討依頼事項

1． シングルインターフェース実現のための条件整備
シングルインターフェース実現のためにはEDIプロバイダー間接続が必要。
業界横断EDI仕様v1.1ソリューションガイドラインはこのまま適用すればEDIプロバイダー間接続は実現するか？IT業界として見直し、改善の必要はないか？
EDIプロバイダー間接続は当事者間の話し合いに任せることになるのか？それとも今後IT業界として協議の場が設けられるか？

2． 拡張版仕様の扱いについて
今後、業界横断EDI仕様の拡張版が多数誕生してくると予想される。EDIプロバイダー間接続を行う場合、どの拡張版メッセージを利用しているかをEDIプロバイダーが相互に認識していないと円滑な接続・変換ができなくなる。
将来SIPSが拡張版仕様を管理してリポジトリを提供する構想があるが、これに合わせて拡張版仕様識別子をEDIメッセージに付加してEDIプロバイダーが相互に通知する仕組みが必要ではないか？
拡張版仕様識別子の搭載方法は次の2案が考えられる。どのTFで検討すればよいか？
【Ａ案】EDIメッセージに搭載する
【Ｂ案】通信エンベロープに搭載する

3． 取引証跡としてのEDIデータ保存について
中小企業取引は下請法の規定により、注文には必ず取引証跡を保存することが求められる。これまでは紙注文書が取引証跡として保存されてきたが、EDIへ切り替えた場合に紙注文書と同等の取引証跡としてEDIデータ利用が必須の要件となる。
しかし、中小企業に電子帳票保存法を満たす社内情報システム管理を要求することは困難なので、EDIプロバイダーが電子帳票保存法を満たすサービスを提供することが必要になる。本件をメッセージング基盤TFで検討することを要望したい。

4． EDIエラーの処理問題
EDIエラー処理問題をメッセージング基盤TFで取り扱う予定は？
ユーザーアプリケーションが判断したエラーはEDIメッセージ内で取り扱うべきか？
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